
135.昭和59年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 1

本年度 bi~H7以下では多くの発術調:1i.が笑施された。

例年のとお 1)滋賀りμ'I!.，I説文化fi-l'センターが3月9日に

¥ スライド発玉虫-会を似したが、その発表に法づき、言問査

i j]当手?に ía;IJ ~!民主II願って そのfl既製を 附主jí にまとめていた

だいた。すべてについて収録でLきたわけではないが、

制査報作舎が刊行されるまでの.ìi!報として、認II~絞め­

i怖を*}ì~四 | いただければさ~:;d.liである。

1 .湖底で古墳時代の炉跡検出

彦被市地先 多景島湖底遺跡

多J;tK:，湖底逃跡は、昨年ls:に引き絞き才一ミ 7 リン

銭総建設予定地の事1i~~Uti御茶を笑施i した。調'*区 l.t

オーミマリン校総付近の湖底に 4か所 (P"P.: ;水深

3111、P.水深8111、P.水深12111)に設定した。

~iil;1 、 iMJ厳に位置2する遺跡測賓のため潜水による

調査方法をとった.また、ジェットリフトを使用して

グリット内を拘i1)下げ、遺物の出土と土1Mを線認しつ

つ、写真相位最長と災訓jを換して L、〈方法をとった。今回

の調査では、水中1lI1?1'E周の玉r-似を製作し平叙笑j(!lJも試
みた。

，'1]二l:i立物は、土Cili世話、 m!ぷ総、陶脱線、 古銭、金総
製品の出土が多くみ 1)、下Jfojflllでは、弥生j二世話、縄文

土総の出ニヒも』よられた。

Jo'IlHJ:、第 1Ji'1がレキ1ftで40cmのI!;Iみがあり、 ili:-t!l:

'議

出土 i量物

1 
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遺跡位鏡図 位置図の番号l草、本文と同じです.

の造物も含んでいるが岱き佑、ビールぴん守;も含んで

いる。第nJ討は、 10cmlliH去のJ'/。みで燃を含む灰色の砂
情てjうる。このj両からはi!.i:1U:のi立物を中心に出ゴこして

いる。第lIINjJj:、灰色砂憾で(妙手IJを含む)第nJ習と
同様に ì5:祉の遺物がlLl ニじしている。 t!'; N J符は 、 lOcm íi~

後の灰色砂j切である.ニの!語1;1'T'-をたl時代の包含熔で、

持'し.I~:器、土g，~?号、 l泌総相II~l~i鋭、.'.'.\色 ・|二!I，号、スラグがt~l，

ニヒしている。 1I1;iドj交のぷ:11'1:では、却'跡と想定するi訟械

が検出されているが、今Irilの調.fーでは、この腐からの

i蛍織は検出できなか勺た.m V ~'1 のjニ r(rÎ て'Ii 、 ~ilfì時

代前期の土r.1~i*と共にが跡が検 :J.lできた。書~VI A'1では

少量の弥生土路、i:iiW射では縄文ニlこ総がそれぞれ出土

している.

本年度の調査では、T.P8Jl1l前後で・1<安時代の包含層

がみられ、T.P80.5m付近で前例11寺代前Il1Jのが跡等ーが検



出された.こtlらのことを巧・え合せてみるとこの地点

が陵地化していたと;t!.!定でき、琵琶湖の水位の変動を

考える場合、極めてm裂なi也監事であると考えられる。
(滋賀県教育委民会丸山竜平

-腕滋釘県文化財保滋協会喜多 貞裕)

2.古絵図と合致した豪華な御殿
彦緩市 彦板減衰御殿遺跡

表御殿跡i立、必f.健機天守がそびえる彦根山のふも と、

表門跡を入った筒所にある。元手118年(1622)頃までに

造営され、一抑制改築を施しながらも、江戸時代 300

年|日iの風省に耐え、明治10年間後に解体された。

発掘調5院の紡袋、袋lill殿跡l;t会休として残り具合が

良鮮で、絵|却とも良〈手半数していることが明らかとな

った。絵図 (;t 、 主~物の椴相を終にする 2 検が逃存して

お1)、紛出巡械の状ilI.か らそのまrr川|湖係が判明した他、
さらに新しい11抑制のm物府ーが陥惚された。以下3WI ( 
1 -1lI jlJJ)に分けて泌総の概擦を記すことに したい。

< 1 :J!JI> 
占い絵凶 {ζ 合主主する-ill物Itfで、茨御殿慾築の~本を

形作るものである。玄関にあたる式台に始まリ、寄附

を絞て表容院 ・9毒性院の前件院i1tリの建物がL字状に
大規絞に広が勺ている。礎石抜き取り跡から、表書院

は13Xll問、 S尾性院は12X8.5t:刊を計る.建物下には亀
腹風の処mが泌され、建物の凶問には石組みの雨務ち
瀦が廻っている. 務附の~tには、経乏描出と護福差出
がi主なリ、紋 L~ ま っ た筒所に台所がある.台所に西

接して大型の井戸 l嵯を検出した.縦板を円形になら

べて井筒とする ~1:J iで、 jド筒はしだいに径を小さくし

ながら 5~.立が隊18 される . ニの手十戸の南には円形の土

鳩があリ、級担軽部から~附貿易銭76j:~ を -t&出 jこした。

表御際問の北には、さらに論説産誠が鈎の手状に速

なリ 、 その !先に局が 2 つ仰をならべる。日~)尋問でi検出

した井戸(!、 11 を円 Jf~にくリぬいて'J1'筒とする緩めて

ね1"'うなもので 6 段あ り 、以下縦板を刊JF~にならべた列:

仰がつくの

能舞台等検出状況

<1I期〉

I期の建物伐をベースに、新たに能舞台 ・日本庭間、

そしてそれを見下す御み所など捌綱の単品な建物が

加わる。能舞台は、舞台とそれにいたる儀諮りからな

り、両下には漆喰製の槽が~けられている.管事事効果

が考慮されたのであろう.日本庭鴎は江戸時代前期以

降に特徴的な回遊式庭図で、池宮おに林立する庭石ち豊

富である.議出には金会畠と待合の建物が磁認できる。

御茶所を始めとする接待問の怨物11、礎石抜き取 1)

E事:が大規模で、制Hかい筒所にいたるまで絵図と良〈合

致してお 1):絵図の{岳山支がうかがえる。この建物か

ら局にいたる各伴庭には、淡11ft怜の小さな池が合計5

か所に設置されている。最深部には金魚の寝床かと J思

われる裂を組めている。

〈日lJ刻〉

問後|玄北東端に新たに~て1J11えられた、絵鴎にな.い

-l直の漣物併である。礎;ritぷきJlj(1)問:が火線技て¥丁
第な造リの池物が予想される。現状で{主総物の全容を

確定しがたいが、御幸平感微などの解体後、 御茶所等の

建物税と併存していたものと考えられる。

(i多般市教n11只会谷口 微)

3.古代祭記遺構等の検出
能登川町今・ 締堂遺跡

柿堂遺跡i立、能径川 i町大字今のI~道大ilt ・ 長浜線が

愛知川にかかる手前商}jに位和tする.附#159年度より

数次にわたって誠司をを災地する予定であるが、以下に

昭初59年度調査分の成果剖既i&する.

検出された主なi立総IJ:、 11形J;ldì持-Jj~ ・ 術i立位建物 ・

自然河送 ・条皇帝11Jt!J.割滑などである。11形周構築li、
最大け117mの鋭悦をむち、'，'，jWf.を共布しながら数法存
在するものと考えられる。主体者II(孟検II.lするにいたら

なか ったが、 J~ì務よ り I:H 十. した土総によって弘、司~1I.Ht

中期lのも のと忠われる。 n 丹~i"I迫 l主体生時代と考え ら

れるものと 、 後良11寺代米_ :'J~安時代前j聞に比定でき る

2 '-ド;が検 II I-~ された。後告は、 t比大 "，約 8 m を 礼!II リ 、 Hc

を打ちiるんだj足状泌怖が数か所で検出されたが、j立構

上聞が削平されているのでそのJIJ水の行}iは不明であ

る。

またこ二総 ・木i!是

・何}¥{'i.などのiu物

がけi土したが、特

に *~jífよ!総 ・ 潟市

-望号円7・人l杉本総 ・舟形
.#:.・;本~ii ' ~竹がセッ

'~Jヲトでiれj二しており、
λA河川で行われたと

々えられる祭犯に
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i鳴するttmな資料である.
他に盤 ・曲物 ・1l(.矢板 .Ii~i などの木総額の出土は

多数にのぼり、 今後の絞叫にj附与される。

条111制I也訓にl宇う鴻t草、 rlJ約 2-3m深さ約 0.7m

w1後で 、 現在の地;切をは l;f"，~している。この訴事に閉

まれる伴内のi1i>>'t(ま、昭和601f.度以降の調査範闘であ

るため明らかではないが、条型1市11下の水町形態解明が
待iたれる.

ただ今|司の"'jjtでLt.、平安11幸代後期iの編立柱建物が

-~，~!検出されてお 1) 、今後の而的調炎の中で性格づけ

カSで、きるとJ思われる.

(自~ff 川 mj"，数行委員会山本一博)

4.須恵器の大形器台が7個体出土
高月町i岡戸 洞戸朱塚遺跡

にする事笑lよ特記すべきょとであろう.なお、これら

の遺物は6世紀前半より未来にかけてのものであり、

具体的プランは不明であるが駒形とのi時期と合う.

今回の調立はごく隙られた部分のみであリ、なお、

調査 ・研究の余地は十二分にあリ、今後に期待すると

ころは大きいo (j!]j月間I教f{安只会黒板秀樹)

5.弥生時代末~古墳時代前期の集落跡
目毎月町震則 大森遺跡

余呉川布鋭、 ill則自山よリ河川に沿って舌状にのび
る砂障壁精から成る微i~S池上に立J也する大森遺跡内であ

るヤンマ}大獄工場の増設(約2000n1")に伴い調査を

実総した。試搬の車占拠、 f~l3ff.対象院域の東(A )西(B)

の搬にて多数の必生時代中Wl-平安|時代前半のi遺物が
出土した。 中央部は配信「丁'.~l';~.与にてf党首Lされていた。

A地区はLCt存工場処iiltの|械に路地等によ りかなリの
向IJ平を受けてお り、U!J(i'Oiにill"~:，I'tと判 |衝でき得る L のは

なかったが、わずかな務ち込みがあり 、多量の弥生時

代中期~古I貨11寺代初日Hの泌物が出土し、かつて悶辺に

遺構の存在したことを充分にうかがわせた。

B地区では、監穴住j吋l線、滞状.i.i'i:緋5糸、ピット

1洋(2間X2問の縫物がltll!たつ)が検出された。少

量の古治時代後1IJ1-平安時代前期の逃物が上層にて混

じるが、下Jfiiからは弥生時代後JUI-古tft時代前期の遺
物が出土しており、 i立締む全てこの時1111のむのである

と考トえら/1.る.

この遺跡は、余呉川にて形成される河岸段丘上に立

地することはl筑に周知であるが、高時111布俸の遺跡君事

(J:恭本的にi炎主主茶総色紡r!よ府を巡総ベースとして比

較的安定した土撲をベースにしているのに対し、机い

砂障壁J~及びそれにi'!IW した j~j.い砂n:!ニ胞を i立精ベース

としている。これが、このiiI跡の特徴であり、存続期
!場に彩物を及ぼしたと思わJlる。また、 fト検りの土器

が彼片であるが比較的多<Il¥点している点らこの遺跡

を考える1寸ギ|として充分であろう。
(向付IIIJ救行委只会/.¥¥:1，版努悦)

昔前掛川御前年、 :~;~~~
A tlz ，前ιぜ是正 r~~
r，盟副畠鑑F刻、'_;'j，¥:f-~_; 

Eq孔喜.:JhF
17¥.- 一一

遺機検出状況

- 3-



溝墓 5恭以上が検出され、集落と墓域の関係が解明さ

れる遺構として認識された。なお、方形周溝墓の内 1

基が、周溝の外周が不定円形を呈している点、時期と

高月中学校グランド拡張 (5000m') に伴い、事前に ともに注目される。

踏査したところ、須恵器・土師器を多数採集し、遺跡 また、重複して古墳時代後期~平安時代末の集落跡

が存在する可能性が高いと判断した。協議の結果、擁 が確認された。竪穴住居'20棟以上、掘立柱建物10棟以

壁.u字溝等地下に影響を及はす部分を調査し、他地 上が見っかり、他に潜・井戸・土域等がある。この中

区はそのまま盛土して整地することとした。 で興味をひくのは、 6世紀初頭-8世紀前半の竪穴住

調査は拡張地区の東西南北端全てに幅約 3m-5m 侶ーが 7棟速なり、第II期のムラの竪穴住居の変遷があ

のトレンチを設定して実施したところ、南端のトレン る紅度っかむことができることである。また、平安期

チを除き、他のすべてのトレンチにて遺構が検出され、 の素J屈りの井戸でまわりに河原石を配したと恩われる

古墳時代後期末~平安時代末までの集落であることが 遺械があった。遺物では、奈良時代前半と思われる溝

確認された。 及び同時期の住居跡を中心に小鍛冶j宰が多量に出土し、

この遺跡;は、大きく東西の 2グルーフ。に分かれ、そ 鉄鎌・鉄釘といった製品も出土している。また、 7世

の間の地区では水田跡と考えられる遺構(株痕等)が 紀末頃の掘立柱建物の 1つの柱穴底より、須恵器のミ

検出された。両グループともに竪穴住居、掘立柱建物、 ニチュア短頚査が出土しており、地鎮具に使用された

土壊、 fltが検出され、始まりと終わりを共にすると思 ものと忠われる。なお、その閤辺で数点であるが、瓦

われる。 片が見つかっている。

東グループでの注尽すべきことは、平安期と思われ 現在調査中の地区は 5月まで行うが、今後同

る約50cmの方形捕方をもっ建物(5間X ?間)が確認 じく工場新設に伴い 約 25000m'を2-3年かけて発

され、北陸本線を東側に越えると旧渡岸寺関係の遺跡 掘調査する予定である。

が存在すると推定されるのを考えるとこれに関連する (高月町教育委員会 黒坂 秀樹)

遺構とすることも可能なことであろう。遺物の中には

f拝読できないが、墨書土器(灰制関器)も出土してい

る。

西グループでは、 7世紀後半の竪穴住居の 1煉より 尾上湖底遺跡、は、湖北町昆上地先の湖岸辺りにあり、

鉄棒が出土している。この住居の集落内での社会的位 余呉川河口部の南側に位置している。周辺には、葛龍

置を示すものであろう。 尾iilJJ底遺跡や尾上浜遺跡などのj胡成遺跡があり、山本

なお、東グループは東側と北iHlJに、匹iグループは南 LUの中腹には後期1の古域群などがある。又、尾J二東側

北にその分布がのびることは明らかである。 にある津ノ盟からは、古瓦と共に窯盟片などが出土し、

(高月町教育委員会 黒坂 秀樹) 寺院跡と瓦窯跡の存在が考えられている。

S G Sエンジニアリング工場増設に伴い、従来より

子持勾玉(重美)を出土したj立跡(4000m') を発掘調

査中である。現在調査継続中のため、詳細は後の機を

待たねばならないが、弥生時代後期の竪穴住居 2棟(

方形 1、円形 1)、弥生時代末~古川i時代初頭の方形周

今回の調査は、水資源開発公団による出iJ!~:堤管;理用

道路建設に伴う事前発掘訴査として行われた。前年度

の湖北町教育委員会による調査地の間l味りに、今回の

調査地がある。前年度の調査では、標高82mの地点よ

り、人形が数点出土しており、今回の調査でも木製品

の検出に期待が持たれた。調査の方法としては、 30m

X15mのトレンチを設定し、地盤が砂地でもあること

から、説話矢板でILCIlj-を囲んだ。

建物跡検出状況 方形周溝墓 出土馬形
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Jli.11:l'tの総長長、よ層では、 IA尾よ荘関係の厚霊祭物が多

量に混入しており、また尾上粧の榔造物が残っており 、

北側のxr経は瀦査ができない状態であった。中層では
旧砂浜を検出し、多i誌の陶 ・磁務が出土した。その中
には、縄文土移や須恵骨量片bあった。木製品としては、

下駄が数点出土している.下府で11.、木製品が多量に

出土した.この下層の上而が、標高82mである。ニこ

からは、人形 9 点、斎:4~ 7点、鳥形1点などの他に、

折敷の破片などもastした。人形には豊島容で、顔をか
いてあるものなどが2点あった。また、鳥形11.幾舎で

飯を指きさらに「熱毛紋」と役かれていた。 この意味

については、今後の研究に献題を残したと言える。

(脚滋~県文化財保怨協会奈良 俊哉}

)19 弥生前期の土器包含層を検出| 湖北町延勝寺地先延勝寺湖底遺跡

延Jj券寺i妙'lI必泌跡は、 湖北11可処"岸王子j也先の i，~J熔辺りに

位置している。付近・には、今回遺跡や!NI奇1. II遺跡

などの湖討をitl:ii1lが集中して存在している。

今回のi制空EI1.、水資源開発公凶によるili1l岸ぬ管理用

道路主主設に伴う事前発徳間査として行った。現地調査

は、日召#1591f.6月1臼より始めて、同年 7月10日に終
了した。調査の方法としては、 i狗-rt.従聞が南北，::*~ 1 

hと長いために、 3mX3mの規f誌のトレンチを10m

間隔で基本的に設定し調査した.また地形よ調査区を

i吏笈的にA、B、C3地区にglJけた.

言局発の結娘、 B地区にある延l勝ミ字幕地の中世石造物

は、周辺より~!めら 11たものであることが判明した。

C地区では、第 lトレンチとした所で、上層より、

j耐投式の鉄鍛や、 ~J'{1必然、土防総などが出土した。ま

た下層では、弥生時代前lUI( 1段式)の畿や安の破片

が多自止に出土した。この}[ijには、他の時期!の士器など

) の逃物が含まれていなかった。そこでトレンチを拡吸

したが、 m械は検出きれなかった。省~ 2トレンチとし

た所のJ二 )苦からはmr.!.( .:l~ゃ 11M ・ lim君主が/:1:\土したが 、 包

含l時と」号、えられるものではなか勺た。また第5トレ ン

チからは、相i状木製品が、 f'jlJられたi制を下にして、立

出土土器
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った状態で検出されている。ここでもトレンチを拡張

して柱穴などの木製品と関係するような遺構の検出を

試みたが、検出できなかった.また問時に石垣の調査

をC地区にある石桓で、実iJlIJと断商観書誌を行った。石

垣l孟西扇が長さ20m、北面6m、街而3mである。潟

さは約1.6mほどである.石の絞み方11.乱雑で子、裳込

めなども径5cmほどの丸おを架おとして使われていた

ぐらいであり、あまり慢固なものではなかった。

{制滋ril鳥文化財保3霊協会夜良 俊哉)

10，弥生時代中期~中世の豊富な遺構群

近江町高潟地先法勝寺遺跡

国道8号線長浜バイパスl品.J1!l!逃跡附貨の最齢年度に
めたり、法勝寺 ・狐塚遺跡:がその対象となった。

法11歩寺itiJ事は本来、自l臥時代のミ1'1旋の存不Eがtft;祭さ
れているが、その鮮品111については不明である。今回の

潟続区はその商船にあた 1)、現花南北には水闘が広が

るが、ほとんどが荒地で水悶ffiiより一段高い。

袋二1:.下 O.6m に弥生時代後期中心のこI:~包含庖 (H音

茶偽色ニヒ)が広がり、さらに O.2m下に砂礁騒がベー

スの治指揮検出面に速する。iUWI検出には非常に労を要

したが、主なi盆h'lll式、弥生時代中~後期の方形周滋墓

6~毒、古1長時代後期の向治、平安時代のf崩立.t1:建物 9

線以上及び井戸等が磁~されている。 その他に無数の

ヒット群、南北にのびるj!i:l止の滅状治情2本、南北34
mx1It丙24mの方形にめく・る泌状i立怖がある。後者l立

~辺のみが切り離されており、中1iI:の髭敷跡をめぐる

施設かと劣-えられる。

i¥'i物{立方形周鴻惑に伴うものを中心にして弥生時代

~古検時代の上総が比蚊的g2'，iSで2詩的もバラエティに

富む.

また、直後20m余リの門別の存イW:j丘桜する狐塚遺

跡の 3主主以上の小規似IliJ{t (1I1;JFJ.ll:峨12、)とともにこ
の一帯に古布。H，伴を}形成していたことを他署長させる。

J属立H:挫物11.-j11111l(J'<りの1iJf~のH'.穴をもっ 4X

2問の処!I勿をはじめ、税般的にまちまちで6X 41問、

4 X 3問、 3X 111'，]以上がある。

方形周:務事



井riI;l.I(i(壬 0.8rn余リの丸木をくりぬいて 4分割し

たもので下半はまわりを.'f灰色粘土でとリまいている。

4Ili.:f示.i1ì跡 1;1.昨年&~~1'f.区の ;lt50mにあリ、弥、生時代

後期の泌 .:t獄、不安II.~代の tlll立佐包物 2械を検出し

ている. (側滋r~以文化財保必協会吉田 秀則)

11.奈良~平安時代の地方官衝

山東町三手吉 北方田中遺跡

北)jlJJ中巡『がは、 fJfI次山の南側に広がるIlJ..!li田T1fS吉
に所拍:し、J.I!ifg;)J立新怜紙{で氷原虫Rよリ名古原方而に向
かい、紋初にi泊り抜ける峨LlIi茎遣の筒に{立政している。
周辺には 、 前方後円Jll<l)微.l'~:1I1白J1"ïや円駄などが、

集中して存化している。また 、大JJ誌などでは古瓦が表

J;j，されており、県教育委員会による遺跡|ヨfまには、i遊
HH;;'I'j立問、とされている。さらに大こ字f炉.'汁;

2幾儀2跡$がある@このように周辺には陀隠される泣跡が集

中して存在している。

今回のi1).H!r:Lt.、 以営11t，必然倒iiにrrう事前発槻調査と
して行われた. r~'4 j't li 1111~1159 1fS 9月25円より |司年11月

13 日まで行った。途 'IJ で、 i遊物包含!訟と逃織を ll(~総 し

たためにトレンチをlll:似し、 ill跡;の性絡と範凶確認の
ためl制的な調査を行った。

淵交の給~色、タテ lmX ヨコ 1 mの方形の場リ方を

持つ話両立性強物訴が11械と、タテ50cmXヨコ50仰の綴

り方を持つ樹立住建物併が14倣検出された。前者ーの規

校の大きい住穴を有する主.!!物l孟、南北方向に走る議と

の-VJリ合い関係と出-I:j二総よリ公良時代末に比定され、

後者の規模の小さい柱穴を有する建物群1;1.平安時代の

むのである。抗!i立終処物mtの他の遺構では、上述した
繭北方 lí'Jの泌やIJlJ~などがある。また、鎌倉時代(13

世紀)の井戸を倹:1¥した。 11・Jiの中には、土剣;j~の皿

や答などと共にl院特木4しが:J¥ゴ二した。このl呪符木札に
は 「急々 刻1律令」、 r水」、 r，kJなどの文字が滋書され
ていた。これは.J.t・戸の数以に f'ドう I，，~符であると考・えら

ilる。

本m跡I;J:J，悠物の自己iUや、 .i!l物などから、この地方の

で士、~-府八 一時
同一ムム '-'で学伊平

.喧:!p 品
、 ρi;~'.~'守句・ .

乍..~ 竺マ

.'，.. ..'、
治ーふ噌.
‘.-日..';0;・ ・1_. 

\私~ _"''' ... 
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団自，時喧国肱ー咽--句"

主!~:長の役所 ・ 民放と )j・えられる 。

(制滋1:{V，~文化財{以必協会 五回良 俊哉)

12.縄文時代早期の屈葬人骨が出土
米原町習量 破山城遺跡

当遺跡Iま室町l時代の山織跡と巧えられていたが、調

公の結果城跡にl半うilU絡や遺物tま磁胞できず、予想だ

にしなかった縄文時代の遺物が多htに出上した.この
なかで特に注目されるのは 2(.本の郎持人f?の出土であ

る。孫娘は確認できなか勺たが、人竹出土約九tび人骨

悶辺てa出jこした土昔話は茅IIJ式、相'11:111式に相当する絹!i文

H刺吃早期末梁のむのであり、人，.，).の年代むこのl時期と

」E えられる。 2 体のうち l 体はほぼ~II!.務II~iの収1診をと

どめていたが、その持法 lまi泊，;;~.の hl! ~\{ とはちがい、1I1J

向けにしたj逃f本のj祉をまっすぐに付IばしたままH裂のffii

分から 2つ折 リにした、エピ折 り状の周'J¥{であうた。

ζ れは現ギEのと ζ ろ全l吋でも初~.!.の t'lt~~方法であ り、

縄文時代の}'同事法を研究するうえで有疏な資料?となる

むの.である。この人宇J'I;l. tl げの|後~J文から男性であリ、

身長は1 65-170c01 とt'i<、年胸骨は ~fi "i?:iの総合や制定{本の

老人性変化より40ぷ代と推定される.また簡は異常に

磨耗しており、縄文人の食生前のきびしさがうかがい

しれる。らう i体{主総よリ下のみしか伐存していない

が、ひざを折リまげた泊常の!川維であったと思われる。

次に遺物に目を向けると、土総では縄文l時代阜、前、

中、後、 I晩期の各11年j切のえ絡が出土しておリ、特に早

期尚山寺式土器と平均l米撲の土総f.f，IJ. ¥'県下はもとより

近畿地方によ五ける縄文上昔話ぽ究め指僚となろう.石総

に関しては、その石材をサヌカイト IJ.ニ上山滋を、黒

H認石{ま隠ib直JCh久見庄のものをJ円いてJjリ、縄文人の交

流の広さに飽かされる。内然j盆物ではイノシシ、ニホ

ンシヵ:カモシカ、魚おiの什が多〈リ1ょしており、当

H寺の食生i;fjーがうかがえる。 このように品機俊IJ山Jj城逃日糊跡崎舟:はま

さに純縦縦Ii文H

(氷米:h以;江〔側町f救Y行f安只会 中州: 均)

)1 


